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「構造エクスプレス®

」に迫る

4号特例縮小の今こそ注目！
構造設計支援サービス

特集

株式会社フォーステック
注目企業を訪ねる

先人たちの心と技の結晶
日本が誇る唯一無二の木造アーチ橋「錦帯橋」

好木心
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図. 法改正による変更点（一般的な木造戸建て住宅の場合※）

＊1	 2022年６月に公布された「脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の
向上に関する法律等の一部を改正する法律」により、「建築物省エネ法」「建築基準法」が改正。
2025年4月から全面施行となる

＊2	 小規模建築物における建築確認の審査省略制度

着
工
の
ず
れ
で
変
わ
る
基
準

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
要
注
意

　

今
回
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
木

造
住
宅
建
築
に
お
い
て
様
々
な
影
響
が
及

ぶ
と
み
ら
れ
る
。
ま
ず
４
号
特
例
の
縮
小

で
、
建
築
確
認
の
法
定
審
査
期
間
は
「
７

日
以
内
」
か
ら
「
35
日
以
内
」
に
変
更
さ

４
号
特
例
は
縮
小

壁
量
・
柱
の
小
径
基
準
は
厳
格
化

　

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の

新
築
住
宅
に
お
い
て
「
省
エ
ネ
基
準
適
合
」

が
義
務
化
さ
れ
、「
４
号
特
例
の
見
直
し
」

や
「
構
造
規
制
の
合
理
化
」
な
ど
が
全
面

施
行
さ
れ
る
。
改
正
法
成
立
の
背
景
に

は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
お
い

て
約
３
割
を
占
め
る
建
築
物
分
野
の
省
エ

ネ
対
策
が
あ
る
。

  

「
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
の
強
化
と 

木
材
利
用
促
進
を
主
な
目
的
と
し
て
、

２
０
２
２
年
に
建
築
物
省
エ
ネ
法
、
建
築

基
準
法
な
ど
関
連
法
案
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
建
築
基
準
法
の
改
正

に
よ
っ
て
今
年
４
月
か
ら
始
ま
る
『
４
号

特
例
の
見
直
し
』
と
『
壁
量
基
準
等
の
見

直
し
』
は
、
住
宅
関
連
業
界
で
注
目
度
が

高
い
よ
う
で
す
。

　

今
ま
で
は
４
号
特
例
の
場
合
、
建
築
士

が
設
計
し
た
住
宅
の
構
造
関
係
の
審
査
は

省
略
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
そ
の
対
象
が
縮
小
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
よ
り
、
断
熱
性

能
の
向
上
・
太
陽
光
発
電
の
設
置
な
ど
建

物
が
重
量
化
し
て
い
る
た
め
、
仕
様
規
定

に
お
い
て
必
要
な
壁
量
・
柱
の
小
径
の
算

定
が
実
態
に
合
わ
せ
た
方
法
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
」（
江
夏
慎
一
氏
）

  

「
４
号
特
例
の
見
直
し
」
で
は
、
延
べ
面

積
２
０
０
㎡
以
下
の
木
造
平
屋
建
て
以
外

は
構
造
規
定
等
の
審
査
が
必
要
と
な
り
、

建
築
確
認
申
請
の
際
に
構
造
関
係
規
定
等

の
図
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。「
壁
量

基
準
等
の
見
直
し
」
に
関
し
て
は
、
従
来

の
「
重
い
屋
根
」「
軽
い
屋
根
」
の
区
分
が

廃
止
さ
れ
、
建
築
物
の
荷
重
の
実
態
に
応

じ
て
算
定
す
る
方
法
に
変
更
。
こ
れ
に
伴

い
、
新
た
な
設
計
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
「
試

算
例
（
早
見
表
）」
や
「
表
計
算
ツ
ー
ル
」

が
整
備
さ
れ
た
。
な
お
、
仕
様
規
定
の
場

合
は
、
基
礎
伏
図
・
各
階
床
伏
図
・
小
屋

伏
図
・
軸
組
図
の
添
付
を
省
略
で
き
る
が
、

必
要
事
項
を
記
載
し
た
仕
様
表
等
が
必
要

に
な
る
。

「改正建築物省エネ法」「改正建築基準法」が2025年4月1日から全面施行となり＊1、
原則すべての新築住宅でも省エネ基準適合が義務化される。

併せて「4号特例」＊2の対象は縮小され、「4号建築物」は建築物の規模によって「新2号建築物」「新3号建築物」に変更。
「新2号建築物」となる木造戸建て住宅は建築確認申請の手続きが見直され、

従来の確認申請書・図書に加え、「省エネ関連の図書」と「構造関係規定等の図書」の提出が必要となる。
さらに木造建築物の壁量や柱の小径等に関する基準なども厳格化される。

これらにより申請の手間や工期延長などの影響が予想され、その対策は待ったなしの状況だ。
今号では特に建築基準法の改正によって変わることを確認検査機関の立場から伺い、

その一助となるであろう構造設計支援サービス「構造エクスプレス」について検証する。

4号特例縮小の今こそ注目！
構造設計

支援サービス
「構造エクスプレス®

」に迫る

特  集

れ
、「
確
認
済
証
」
の
交
付
に
今
ま
で
よ
り

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

  

「
構
造
だ
け
で
な
く
、
採
光
計
算
や
排
煙

計
算
な
ど
も
審
査
対
象
と
な
る
の
で
審
査

項
目
が
増
え
、
建
築
確
認
に
お
け
る
審
査

量
は
お
お
よ
そ
２
倍
に
増
え
ま
す
。
ま
た
、

構
造
関
係
規
定
等
の
図
書
が
建
築
確
認
申

請
時
に
必
要
な
た
め
、
構
造
を
検
討
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
前
倒
し
に
な
り
ま
す
。
工

務
店
な
ど
で
は
、
建
築
確
認
申
請
の
後
に

構
造
を
検
討
す
れ
ば
良
か
っ
た
４
号
特
例

の
場
合
と
仕
事
の
や
り
方
も
変
わ
っ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
着
工
日

が
４
月
１
日
前
後
で
基
準
が
変
わ
る
の

で
、
着
工
の
ず
れ
に
よ
る
混
乱
を
招
く
可

能
性
も
あ
り
ま
す
」（
家
納
吾
郎
氏
）

　

確
認
済
証
の
交
付
や
着
工
が
４
月
１
日

以
降
に
ず
れ
る
と
、
構
造
関
係
規
定
等
の

適
合
確
認
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。
そ
し
て
ス
ム
ー
ズ
な

建
築
確
認
審
査
の
た
め
に
は
、
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
。

  

「
建
築
確
認
で
は
図
書
の
整
合
性
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
意
匠
が
変
わ
っ
た
の
に

構
造
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
意
匠
図

面
と
構
造
図
面
の
不
整
合
が
あ
る
と
、
審

査
が
遅
れ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
整
合
性

の
と
れ
た
、
過
不
足
な
い
図
書
一
式
の
提

出
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
腰
壁
や
垂
れ
壁
を
含
む
準
耐
力
壁

が
存
在
壁
量
と
し
て
考
慮
で
き
る
な
ど
、

耐
力
壁
の
種
類
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
設
計
で
準
耐
力
壁
と
し
た
箇
所
を
施

工
側
に
き
ち
ん
と
伝
え
な
い
と
、
設
計
図

面
と
現
場
の
不
整
合
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
現
場
の
品
質
管
理
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」（
江
夏
氏
）

　

今
後
の
同
社
で
の
課
題
は
い
か
に
審
査

業
務
を
合
理
化
で
き
る
か
だ
と
い
う
。

  

「
弊
社
は
『
住
宅
性
能
評
価
』『
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
』
の
事
業
と
、『
建
築
確
認

検
査
』
の
事
業
を
分
社
化
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
２
４
年
12
月
に
１
社
体
制
に
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
建

築
確
認
と
性
能
評
価
は
一
部
審
査
が
重
複

す
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
今
後
こ
れ
ら
を

セ
ッ
ト
に
し
た
対
応
で
、
合
理
的
に
審
査

で
き
る
体
制
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特
に
省
エ
ネ
基
準
に
つ
い
て

は
、『
住
宅
性
能
表
示
制
度
』
や
『
長
期
優

良
住
宅
制
度
』
の
評
価
書
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
適
合
判
定
を
省
略
で

き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
で
す
」（
家
納
氏
）

　

住
宅
の
着
工
件
数
が
急
増
し
た
１
９
８
０

年
代
に
、
建
築
確
認
検
査
に
関
わ
る
職
員

不
足
な
ど
を
理
由
に
導
入
さ
れ
た
４
号
特

例
だ
が
、
今
回
も
審
査
に
関
わ
る
「
建
築

基
準
適
合
判
定
資
格
者
」
が
足
り
な
い
と

い
う
課
題
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
そ
の
た

め
国
は
受
検
資
格
を
広
げ
、
資
格
者
を
増

や
す
方
針
だ
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
基

準
に
適
合
し
た
信
頼
で
き
る
住
宅
が
確
実

に
供
給
さ
れ
る
こ
と
は
、
施
主
に
と
っ
て

も
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

ハウスプラス住宅保証株式会社
取締役 オペレーション統括本部

審査部長

家
か

納
の う

 吾郎 氏

ハウスプラス住宅保証株式会社
オペレーション統括本部

審査部 確認検査室長

江夏 慎一 氏

※ 都市計画区域、準都市計画区域、準景観地区等内／2階建て以下（200㎡超～300㎡以下、高さ16ｍ以下）の場合

主な変更点は赤枠

仕様規定
● 建築物の荷重の実態に応じて、算定式により必要壁量・
柱の小径を算定

   設計支援ツール
   「試算表（早見表）」「表計算ツール」を整備

● 必要事項を仕様表等に記載することで、基礎伏図・各階
床伏図・小屋伏図・軸組図の添付を省略するなど添付図
書を合理化 

● 高耐力壁を使用可能化（壁倍率は7倍以下まで）

構造計算
許容応力度
計算等（                ）

改正前

4号特例対象

改正後

確認申請書
・図書

（一部図書省略）

確認申請書
・図書

● 確認申請時の
   図書が増える
● 構造を確認申請
   までに確定
● 確認申請に
   時間がかかる

＋ ＋
建
築
確
認
申
請
書
類

建
築
確
認
申
請
書
類

新2号建築物
に該当

建築基準法

省エネ基準
適合義務化

建築物省エネ法

省エネ関連
の図書

構造関係規定について

構造関係
規定等の図書



Kenzai Monthly February 2025 Kenzai Monthly February 20255 4

の
高
ま
り
で
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
や
補

助
金
等
で
優
遇
さ
れ
て
い
る
長
期
優
良
住

宅
に
必
要
な
耐
震
性
の
確
保
は
国
策
と
し

て
も
促
進
さ
れ
て
お
り
、
施
主
の
ニ
ー
ズ

に
よ
り
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務
店
が
対
応
を
急

ぐ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
等
級

３
取
得
の
合
理
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
背
景
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど
基
礎
資
材
の
価
格
も
上
が
っ
て
お

り
、
経
済
設
計
を
考
え
た
い
ビ
ル
ダ
ー
・

工
務
店
か
ら
の
引
き
合
い
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
本
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
各
種
機

能
を
拡
充
さ
せ
、
中
小
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務

店
が
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
良
質
な
家

づ
く
り
を
実
現
す
る
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
構
造
躯
体
供
給
シ
ス
テ
ム
「
構

造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
す
る
予

定
で
す
。
設
計
負
荷
の
増
加
と
い
っ
た
今

回
の
法
改
正
に
よ
る
課
題
だ
け
で
は
な
く
、

省
施
工
、
住
宅
性
能
向
上
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
な
ど
様
々
な
課
題
解
決
へ
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
期
待
下
さ
い
。

そ
の
た
め
の
方
向
性
を
見
定
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
許
容
応
力
度
計
算
ま
で
す
る

と
建
築
確
認
の
審
査
時
間
が
長
く
な
る
た

め
、
仕
様
規
定
で
進
め
る
方
針
で
す
が
、

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
こ
れ
に
も
合

致
し
て
お
り
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
確
認
申
請
用
構
造
関
連
図
書
が
発
行

さ
れ
る
点
も
と
て
も
便
利
で
、
社
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

当
社
で
は
今
後
、
中
古
再
販
を
本
格
化

し
て
い
く
予
定
で
、
耐
震
診
断
後
に
「
こ

う
し
た
ら
こ
こ
ま
で
耐
震
性
を
担
保
で
き

る
」
な
ど
の
提
案
ま
で
し
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、「
構
造
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
で
省
エ
ネ
計
算
や
申
請
関
連

な
ど
、
構
造
以
外
に
つ
い
て
も
一
気
通
貫

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
と
、
よ
り
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
に
つ
な
が
り
、
使
い
勝

手
が
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。「A

R
C

H
IT

R
EN

D
 ZER

O

」

と
い
う
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
う
者
同

士
、
良
い
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま
れ
れ
ば
様
々

な
可
能
性
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
は
、
意

匠
図
か
ら
構
造
関
連
デ
ー
タ
を
自
動
作

成
す
る
た
め
大
幅
な
時
間
短
縮
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
以
前
か
ら
ご
提

供
し
て
い
る
「
品
確
法
計
算
書
」「
構
造

計
算
書
」
に
加
え
て
、
２
０
２
５
年
１
月

よ
り
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
建
築
確
認
申

請
用
図
書
」
の
ご
提
供
も
開
始
し
た
た

め
、
構
造
関
係
規
定
等
の
図
書
作
成
の

手
間
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ビ
ル
ダ
ー・工
務
店
支
援
を
強
化
す
る

構
造
躯
体
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

  「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
は
金
物
工
法
・

集
成
材
・
面
材
耐
力
壁
な
ど
の
仕
様
条
件

の
下
で
、
独
自
の
構
造
計
算
手
法
に
よ
り

建
物
と
基
礎
を
一
体
で
設
計
し
、
部
材
の

最
適
化
を
行
う
こ
と
で
基
礎
や
構
造
材
の

材
積
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
材
積
削

減
や
作
業
の
合
理
化
に
よ
り
、
在
来
軸
組

み
工
法
か
ら
金
物
工
法
へ
の
変
更
に
伴
う

プ
レ
カ
ッ
ト
材
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
相

殺
で
き
る
た
め
、
ト
ー
タ
ル
で
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

２
０
２
０
年
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
、

導
入
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
要
因
の
一
つ
が
耐
震
等
級
３
の
ニ
ー
ズ

算
書
等
が
納
品
さ
れ
る
た
め
、
構
造
図
面

確
定
ま
で
を
大
幅
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で

き
ま
す
。
ま
た
、
長
期
優
良
住
宅
の
申
請

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
着

工
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
早
期
着
工
・

引
き
渡
し
を
し
て
資
金
回
収
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
し
た
い
当
社
と
し
て
は
、
１
カ

月
近
く
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
の
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
安
全
を
期
し
て

多
め
に
見
積
も
っ
て
い
た
構
造
や
基
礎
が

適
正
化
さ
れ
経
済
的
で
あ
る
点
、
当
社
は

す
で
に
「A

R
C

H
IT

R
E

N
D

 Z
E

R
O

」
を

使
用
し
て
お
り
少
し
の
設
定
変
更
で
対
応

で
き
る
と
い
う
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
低

か
っ
た
点
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
許
容
応
力

度
計
算
で
は
な
く
仕
様
規
定
で
構
造
計
算

す
る
こ
と
も
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

業
務
負
担
削
減
の
寄
与
に

さ
ら
な
る
期
待

　

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
今
ま
で
必

須
で
は
な
か
っ
た
構
造
関
係
規
定
等
の
図

書
の
提
出
が
必
須
と
な
り
、
設
計
者
の
手

間
は
確
実
に
増
え
ま
す
。
当
社
に
で
き
る

の
は
確
認
申
請
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を

減
ら
し
て
で
き
る
だ
け
合
理
的
に
作
業
を

進
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

  

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
、
新
築
住
宅

に
お
い
て
意
匠
図
デ
ー
タ
か
ら
構
造
計

算
書
、
基
礎
・
構
造
伏
図
な
ど
を
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
独
自
のH

M
-EX

 C
A

D

で
自
動

生
成
し
、
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
ま
で
連
携

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「ARCH

ITREN
D

 

ZER
O

」＊
に
よ
り
作
成
し
た
意
匠
図
デ
ー

タ
か
ら
耐
震
等
級
３
の
取
得
が
可
能
か

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
た
め
、
効
率
的
な
耐
震

等
級
３
の
家
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

　

今
回
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
建

築
確
認
の
審
査
に
か
か
る
期
間
が
「
７
日

以
内
」
か
ら
「
35
日
以
内
」
に
増
え
る
、

建
築
確
認
申
請
時
に
構
造
関
係
規
定
等

の
図
書
の
提
出
が
必
要
な
ど
、
従
来
よ
り

も
着
工
ま
で
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
建
築

確
認
申
請
ま
で
の
時
間
が
短
縮
で
き
る
こ

と
は
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務
店
に
と
っ
て
大
き

れ
る
長
期
優
良
住
宅
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る

な
ど
、
こ
れ
を
無
視
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
、
耐
震
等
級
３
を
取
得
し
て

い
な
い
と
い
う
理
由
で
受
注
機
会
を
逃
す

ケ
ー
ス
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
と
は
い
え
、

す
ぐ
に
自
社
内
で
体
制
を
整
え
る
の
は
難

し
く
、
外
注
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
存
在
を
知
り
、

導
入
に
至
り
ま
し
た
。

　

決
め
手
と
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
と
に

か
く
納
期
が
早
い
こ
と
で
す
。
従
来
は
意

匠
図
の
作
成
か
ら
構
造
図
面
確
定
ま
で
に

１
カ
月
ほ
ど
か
か
っ
て
お
り
、
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
で
構
造
伏
図
を
作
成
→
当
社
で

チ
ェ
ッ
ク
→
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
構
造
計

算
→
再
び
チ
ェ
ッ
ク
…
…
と
、
や
り
取
り

が
非
常
に
煩
雑
で
し
た
。「
構
造
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
で
は
最
短
３
営
業
日
で
構
造
計

　

１
年
前
か
ら
「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

の
本
格
導
入
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
当
社

は
、
ハ
ー
ド
目
線
で
は
な
く
ソ
フ
ト
目
線

で
事
業
展
開
し
て
お
り
、
積
極
的
に
は
耐

震
等
級
３
を
取
得
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
耐
震
等
級
３
を
売
り
に
す

る
競
合
他
社
の
存
在
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
適
応
に
よ
り
耐
震
等
級
３
が
求
め
ら

“
耐
震
等
級
３
取
得
”“
納
品
が
早
い
”が
決
め
手

  

法
改
正
後
に
も
役
立
つ
と
期
待

構
造
図
面
確
定
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
縮
す
る

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
R」

家
事
動
線
に
こ
だ
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
住
宅「w

ith m
am

a

」を
は
じ
め
、
考
え
抜

か
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
家
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
同
社
。「
耐
震
等
級
３
」に
つ
い
て
、

施
主
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
競
合
他
社
の
状
況
を
受
け
て「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」を

導
入
し
、
構
造
図
面
確
定
ま
で
の
時
間
短
縮
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

生
産
性
向
上
と
安
心
・
安
全
な
住
宅
の
普
及
を
目
指
し
、
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務
店
向
け

に
２
０
２
０
年
よ
り
提
供
し
て
い
る
構
造
設
計
支
援
サ
ー
ビ
ス「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」。

最
短
３
営
業
日
で
構
造
図
面
を
納
品
す
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
回
の
法
改
正
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
も
解
決
の
一
助
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

構造設計支援サービス
「構造エクスプレス」に迫る

特  集

ビ
ル
ダ
ー

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
R」
導
入
事
例 

①

ー 

ネ
ク
ス
ト
ワ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

ー 

ホ
ー
ム
エ
ク
ス
プ
レ
ス
構
造
設
計
株
式
会
社

デザイン室 室長

藤田 直樹 氏
代表取締役

中
ちゅうじょう

条 行宏

ココが導入の決め手！
● 耐震等級3を簡単に取得可能
● 納期が最短3営業日と早い
● 構造・基礎を適正化
● 建築確認申請用図書を自動生成

リードタイム短縮！
経済的！

業務負荷削減！

＊ 建築用3次元 CAD ソフト国内トップシェアの福井コンピュータアーキテクト社の3D 建築 CAD システム

ホームエクスプレス構造設計

プレカット
工場

② 意匠図データ送信

④ A～Dデータ送信

③ 意匠図データから自動生成

Dは2025年1月リリースの新機能

HM-EX
CAD

⑤ B・C
データ送信 A. 構造計算書

B. 基礎・構造伏図
C. プレカットCADデータ
D. 建築確認申請用構造関連図書

プレカット
CAD/CAM

＊1 HM-EX連携ソフト：ARCHITREND ZEROで簡単に構造的なチェックができるオリジナルソフト
＊2 点線は2025年に提供開始

最短3営業日／材積の最適化

構造エクスプレス

構造プラットフォーム

ビルダー・工務店

① 意匠図データ作成

法改正後も役立つ！

ARCHITREND ZERO
+

HM-EX連携ソフト＊

意匠図で耐震等級3を取得できるか
チェックできるので手戻り発生なし

・設計時間を短縮
・図面チェックを合理化
・耐震等級3の設計を経済的に

GX、省エネ・長期優良住宅等申請サポートなど

連携

資材・断熱壁パネルなど供給基礎工事供給 基礎図面提供

住友林業
木材建材事業本部

基礎工事業者
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削
減
に
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
状
、
構
造
設
計
は
設
計
事
務
所
な
ど

に
外
注
し
て
い
る
工
務
店
が
多
く
、
最
終

図
面
確
定
ま
で
に
最
長
６
カ
月
程
度
か
か

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
性

を
鑑
み
て
梁
成
を
大
き
く
す
る
た
め
コ
ス
ト

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。「
構

造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
こ
れ
ら
を
解
消
す
る

の
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
競
合
他
社
と
の

差
別
化
を
模
索
し
て
い
る
工
務
店
で
は
、

簡
単
に
取
得
で
き
る
耐
震
等
級
３
が
新
た

な
武
器
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

当
社
に
お
い
て
も
、
今
後
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
の
半
分
で
「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

を
活
用
で
き
れ
ば
、
無
駄
な
や
り
取
り
が

な
く
な
り
、
作
業
効
率
が
上
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
新
築
だ
け
で
な
く
リ
フ
ォ
ー

ム
で
も
、「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を
活
用

で
き
れ
ば
さ
ら
に
裾
野
が
広
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
工
務
店
支
援
の
一
つ

と
し
て
大
い
に
役
立
つ
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、

流
通
店
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
積
極
的
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
住
宅
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工
務
店
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て

流
通
店
に
も
役
立
つ
武
器
に
な
り
得
る

　

地
域
の
多
く
の
工
務
店
と
連
携
す
る
立

場
と
し
て
感
じ
る
の
は
、
今
回
の
建
築
基

準
法
改
正
に
つ
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
お

お
む
ね
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
場
や
設

計
担
当
者
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
及
ぶ
か
ま
で
は
理
解
が
十
分
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
年
間
着
工
棟
数

が
多
く
は
な
い
工
務
店
に
は
、
細
や
か
な

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、
法
改

正
に
よ
り
設
計
担
当
者
の
負
荷
は
増
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
構
造
関
係
規

定
等
の
図
書
作
成
の
手
間
が
増
え
、
建
築

確
認
申
請
ま
で
に
構
造
図
面
を
確
定
さ
せ

る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
に
よ

る
混
乱
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
社
で

も
構
造
設
計
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す

が
、
業
務
負
荷
は
増
え
る
と
考
え
て
お
り
、

図
書
を
自
動
生
成
し
て
く
れ
る
「
構
造
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
の
活
用
が
増
え
る
と
負
担

オ
ー
ル
金
物
・
集
成
材
に
取
り
組
め
る
工

務
店
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し

福
山
市
で
は
近
年
、
他
地
域
か
ら
も
耐
震

等
級
３
を
売
り
に
す
る
競
合
他
社
が
進
出

し
て
お
り
、
構
造
強
化
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
地
域
の
工
務
店
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
耐
震
等
級
３
を

簡
単
に
取
得
で
き
る
「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
が
工
務
店
支
援
の
一
つ
の
選
択
肢
に

な
る
と
考
え
ま
し
た
。
当
社
は
「
地
域
型

住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」
の
事
務
局
を

担
っ
て
い
た
経
緯
か
ら
、
そ
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
「
瀬
戸
内
ｅ
ｃ
ｏ
住
ま
い
る
会
」

の
会
員
の
工
務
店
に
向
け
て
「
構
造
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
の
紹
介
を
昨
年
の
総
会
で

行
っ
た
と
こ
ろ
、
構
造
面
の
強
化
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
工
務
店
が
興
味
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
工
務

店
の
案
件
で
今
春
頃
の
着
工
に
向
け
て
動

　

当
社
は
長
年
、
地
域
の
工
務
店
へ
の
各

種
支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
昨
年
「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を

本
格
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
当
社
が
工
務

店
に
代
わ
っ
て

「
構
造
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
を
活

用
す
る
こ
と
で
、

工
務
店
が
自
社

で
導
入
せ
ず
と

も
そ
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

取
引
先
の
多

く
は
、
無む

く垢
材

を
使
用
し
た
在

来
軸
組
み
工
法

を
採
用
す
る
工

務
店
が
多
く
、

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」が

工
務
店
支
援
の
新
た
な
選
択
肢
に
な
る

１
９
５
１
年
の
創
業
以
来
、
広
島
県
福
山
市
で
70
年
以
上
に
わ
た
り
木
材
流
通
に
携

わ
っ
て
き
た
同
社
。
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
、
住
宅
資
材
事
業
、
そ
し
て
確
認
申
請
図
書

作
成
や
構
造
設
計
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
各
種
支
援
事
業
を
３
本
の
柱
と
す
る
中
、
工
務

店
支
援
の
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し
て「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」の
活
用
を
始
め
て
い
る
。

ー 

竹
野
木
材
株
式
会
社

代表取締役社長

松浦 寛治 氏

常務取締役

松浦 啓文 氏

ココが導入の決め手！ ● 工務店支援のツールになる

⑤ 構造計算書
等納品

④ 構造計算書
等納品

① 意匠図
データ送付

③ 意匠図
データ送付

● 耐震等級3を簡単に取得
できる

● 専用CAD等の導入が不要
● 自社で導入契約せずに
サービスを利用できる

契約
ホーム

エクスプレス
構造設計

構造
エクスプレス

竹野木材

②「ARCHITREND ZERO」
にデータ入力

工務店

ARCHITREND
ZERO

HM-EX
連携ソフト

流
通
店・プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

「
構
造
エ
ク
ス
プ
レ
ス
R」
導
入
事
例 

②

構造設計支援サービス
「構造エクスプレス」に迫る

特  集
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【こうき - しん】

vol.62

日
本
屈
指
の
清
流
と
名
高
い
山
口
県
の
錦
川
。
そ
の
下
流
、

岩
国
城
の
麓
に
架
か
る
の
が
日
本
を
代
表
す
る
木
造
ア
ー
チ

橋
の
「
錦
帯
橋
」
だ
。
関
ケ
原
の
合
戦
後
、
初
代
岩
国
藩
主

吉
川
広
家
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
岩
国
城
は
、
川
幅
２
０
０
ｍ
の
錦
川
を
天

然
の
外
堀
と
し
た
山
城
。
川
を
挟
ん
で
城
下
町
が
つ
く
ら
れ
、
早
く
か
ら

橋
が
架
け
ら
れ
た
。
し
か
し
台
風
や
洪
水
に
よ
っ
て
た
び
た
び
流
失
。「
流

さ
れ
な
い
橋
」
は
長
ら
く
岩
国
領
の
悲
願
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
１
６
７
３
年
、
中
央
３
連
を
ア
ー
チ
構
造
と
す
る
５
連
橋
と
し
て

「
錦
帯
橋
」
が
創
建
。
翌
年
洪
水
に
よ
り
流
失
し
た
が
、
橋
脚
周
辺
の
敷
石

を
強
固
に
し
て
再
建
し
、
そ
の
後
、
修
復
や
架
け
替
え
を
繰
り
返
し
て
維
持

さ
れ
て
き
た
。
昭
和
期
の
大
型
台
風
に
よ
っ
て
再
び
流
失
す
る
も
住
民
の
強

い
要
望
に
よ
り
よ
み
が
え
り
、
２
０
０
０
年
代
に
行
わ
れ
た
「
平
成
の
架
替
」

を
経
て
、
創
建
か
ら
３
５
０
年
が
た
っ
た
今
も
当
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

世
界
に
も
類
を
見
な
い
中
央
３
連
の
木
造
ア
ー
チ
橋
は
、
先
人
た
ち
の
情

熱
と
高
い
技
術
の
結
晶
で
あ
り
名
橋
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
無
数

の
部
材
を
寸
分
の
狂
い
な
く
切
り
出
し
、
木
組
の
技
術
に
よ
っ
て
精
巧
に

組
み
上
げ
ら
れ
た
独
創
的
な
造
形
だ
。
５
列
11
本
の
桁
を
両
橋
脚
側
か
ら

頂
点
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
せ
り
出
さ
せ
な
が
ら
順
に
取
り
付
け
、
桁
の

間
に
棟
木
を
入
れ
て
結
合
す
る
。
勾
配
の
調
整
や
部
材
の
連
結
に
は
高
い

技
術
力
と
経
験
値
が
求
め
ら
れ
、
特
に
中
央
の
大
棟
木
の
取
り
付
け
は
橋

全
体
の
強
度
に
関
わ
る
た
め
、
現
場
で
部
材
を
加
工
し
な
が
ら
慎
重
に
行

わ
れ
た
と
い
う
。

　

現
在
の
橋
に
使
用
し
て
い
る
木
材
は
全
国
か
ら
集
め
た
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、

ケ
ヤ
キ
、
ヒ
バ
、
ク
リ
、
カ
シ
の
６
樹
種
。
い
ず
れ
も
耐
候
性
の
高
い
赤

身
を
中
心
と
し
た
良
質
な
大
径
木
を
適
材
適
所
に
使
用
し
て
い
る
。

　

桜
・
新
緑
・
紅
葉
・
雪
化
粧
と
、
四
季
折
々
の
佳
景
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
錦
帯
橋
。
橋
と
と
も
に
生
き
て
き
た
岩
国
の
人
々
と
、
技
術
を
後
世

に
伝
え
て
き
た
職
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
渡
り
た
い
も
の
だ
。

先人たちの心と技の結晶
日本が誇る唯一無二の
木造アーチ橋「錦帯橋」

西

山口県
岩国市
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注 企業を訪ねる
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本　　社  ●	東京都千代田区大手町
	 	 1-2-1	Otemachi	One
	 	 タワー 6階
創　　業  ●	2019年
資 本 金  ●	1億円
事業内容  ●	「SmaGO」の販売、設置

に関するコンサルティング、
広告販売・掲載などに係る
業務

生
か
し
、「Sm

aG
O

」を
ユ
ニ
ー
ク
な
広
告
メ

デ
ィ
ア
と
捉
え
、
民
間
企
業
等
が
協
賛
す
る
仕
組

み
を
開
発
。
結
果
と
し
て
、
広
告
収
益
で
設
置
・

運
用
コ
ス
ト
を
賄
え
る
事
例
も
あ
る
。

回
収
の
効
率
化
や
有
事
の
活
用
な
ど

ゴ
ミ
箱
の
可
能
性
を
広
げ
る

︱
︱ 「Sm

aG
O

」は
日
本
各
地
で
導
入
が
増
え
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
動
物
園
、
水
族
館
、サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
全
国
約
50
カ
所

に
４
５
０
台
以
上
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
環
境
貢
献
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
ゴ

ミ
箱
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

  「
ゴ
ミ
の
圧
縮
機
能
は
溢
れ
を
防
止
す
る
と
と
も

に
容
量
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
回
収
頻
度
も
減

ら
せ
ま
す
。
あ
る
設
置
場
所
で
は
、
理
論
的
に
は
回

収
車
両
の
出
動
を
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
に
低
減

で
き
、
化
石
燃
料
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約
71
％

削
減
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
蓄

積
状
況
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
た
め
、
効
率
的

な
ゴ
ミ
回
収
や
有
効
な
設
置
場
所
の
検
討
も
可
能

に
な
り
、
人
手
不
足
対
策
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

ポ
イ
捨
て
防
止
や
ゴ
ミ
の
散
ら
か
り
が
な
く

な
る
な
ど
、
環
境
美
化
へ
の
貢
献
度
も
非
常
に
高

い
。
ゴ
ミ
箱
か
ら
ゴ
ミ
が
溢
れ
て
い
る
と〝
一
つ

く
ら
い
ゴ
ミ
が
増
え
て
も
変
わ
ら
な
い
〟と
い
う

心
理
が
働
き
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
の
散
乱
を
招
く
リ

ス
ク
が
あ
る
。
し
か
し
、
管
理
機
能
が
備
わ
っ
た

「Sm
aG

O
」を
活
用
す
る
こ
と
で
そ
の
リ
ス
ク
を

可
視
化
、
極
小
化
で
き
、
設
置
前
後
で
ポ
イ
捨
て

が
70
％
以
上
減
少
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

  「〝
ゴ
ミ
回
収
〟と
い
う
分
か
り
や
す
い
価
値
が

評
価
さ
れ
、
地
域
貢
献
の
一
貫
と
し
て
設
置
を
進

め
る
企
業
や
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

を
活
用
し
て
ゴ
ミ
箱
設
置
の
促
進
を
目
指
す
自
治

体
な
ど
、
活
用
方
法
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
し
、『Sm

aG
O

』
を
ア
ー

ト
広
告
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
取
り
組
み
で
は
、
通

行
人
が
ゴ
ミ
箱
の
写
真
を
撮
影
す
る
現
象
が
起
き

る
な
ど
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
環
境

貢
献
や
非
財
務
価
値
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
こ
と
が
、
広

告
出
稿
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

新
た
な
機
能
と
し
て
、
災
害
情
報
を
瞬
時

に
届
け
る
防
災
な
ど
の
課
題
解
決
に
も
挑
戦
す
る
。

  「
ゴ
ミ
箱
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
替
え
、『Sm

aG
O

』の
背
面
に
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

セ
ッ
ト
で
設
置
し
、
有
事
の
際
に
は
避
難
経
路
や

災
害
情
報
を
表
示
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
別
率
や
マ
ナ
ー

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
＊
１

開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
問
題
は
、
広
範
さ

や
複
雑
さ
か
ら
一
企
業
、
一
セ
ク
タ
ー
で
は
解
決

で
き
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
箱
に
新
た
な
価
値
を
与
え
て

パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
＊
２
を
変
え
、
企
業
や
自
治
体
な

ど
の
皆
様
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

利
点
も
あ
り
ま
す
。
収
容
能
力
が
高
く
ゴ
ミ
の
量

を
管
理
し
や
す
い
ス
マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
は
約
20
年
前

に
米
国
で
導
入
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
現
在
で

は
世
界
60
カ
国
以
上
で
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
」

︱
︱ 

日
本
で
は
１
９
９
５
年
の
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
等
の
影
響
も
あ
り
、
テ
ロ
対
策
の
一
環
で
ゴ

ミ
箱
撤
去
が
加
速
し
、
街
に
ゴ
ミ
箱
が
少
な
い
状

況
が
続
い
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

急
増
や
食
べ
歩
き
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
ポ
イ
捨
て

行
為
が
増
加
し
て
お
り
、
数
少
な
い
ゴ
ミ
箱
の
周

囲
に
は
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
な
ど
、
各
地
で
ゴ
ミ
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

  「
街
で
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
河
川
か
ら
海
に
流
出
し
、

海
洋
生
態
系
の
破
壊
と
い
っ
た
問
題
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
ゴ
ミ
の
約
８
割
が
街
か
ら

流
出
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
連
鎖

を
食
い
止
め
る
手
段
と
し
て
、
海
外
で
普
及
し
て

い
た
ス
マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
に
着
目
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
で
新
た
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
の
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外
で
は
設
置
や
回
収

費
用
を
税
金
で
賄
う
の
が
主
流
で
す
が
、
日
本
で

は
商
店
街
や
企
業
な
ど
が
負
担
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
こ
れ
が
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
ゴ
ミ
箱
を
広
告
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
」

︱
︱ 

一
般
的
に
ゴ
ミ
箱
の
設
置
場
所
は
人
通
り

が
多
く
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
際
に
も
目
に
留
ま
り
や

す
い
た
め
Ｐ
Ｒ
効
果
が
高
い
。
そ
う
し
た
利
点
を

ゴ
ミ
箱
を
広
告
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

プ
ラ
スα
の
価
値
を
付
加

︱
︱ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
活
況
が
続
く
日
本

だ
が
、
一
方
で
観
光
地
は
ゴ
ミ
の
溢
れ
や
ポ
イ
捨

て
な
ど
の
課
題
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
ゴ
ミ
箱
だ
。
ア
メ
リ
カ
のB

igB
elly Solar

社
製「B

igB
elly

」 

の
日
本
総
代
理
店
を
務
め

る
フ
ォ
ー
ス
テ
ッ
ク
で
は
、
こ
の
ゴ
ミ
箱
を

「Sm
aG

O

」と
リ
ネ
ー
ム
し
て
新
た
な
価
値
を

付
与
し
、
日
本
の
ゴ
ミ
に
関
す
る
様
々
な
社
会
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

  「
ゴ
ミ
が
一
定
量
た
ま
る
と
自
動
で
お
よ
そ
５
分
の

１
に
圧
縮
し
、
蓄
積
状
況
等
は
Ｐ
Ｃ
や
ア
プ
リ
を

通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
管
理
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

ゴ
ミ
箱
上
部
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
備
え
、
自
家

発
電
・
蓄
電
す
る
た
め
環
境
負
荷
が
低
い
と
い
う

株
式
会
社

フ
ォ
ー
ス
テ
ッ
ク

ゴミ箱を広告メディアとして活用し
設置や運用コストを軽減

ソーラー発電でゴミの蓄積状況を
管理するスマートゴミ箱「ＳｍａＧＯ」

を展開

ゴミ箱の概念を変える
画期的な活用方法で
新たな価値を付与

ここが注目ポイント

ゴミ箱に新しい価値を !
スマートゴミ箱「SmaGO」で
環境美化と企業価値の向上に貢献

事業共創室 室長 

岡田 健一 氏

ソーラーで発電し
蓄電

ゴミがたまると自動
で約1/5に圧縮

クラウド通信機能で
リアルタイムにゴミ
の蓄積状況を管理・
分析。適切なタイミ
ングで回収

1
2

3 681㎜
635㎜

1,286㎜

1,264㎜

燃えるゴミ（圧縮あり） ビン・カン・ペットボトル

適宜回収にした場合

回収頻度：50％減

特定の曜日のみの回収
にした場合
回収頻度：35％減

適宜回収にした場合

回収頻度：45％減

特定の曜日のみの回収
にした場合
回収頻度：25％減 CO2

排出量

回収車の
運行距離

回収頻度

適宜回収：「内容量が100％になり次第回収する」という運用 障害のあるアーティストの作品を、企業広告
として活用し、ラッピングした「SmaGO」

海洋プラスチックゴミ対策の一環として企業
が創業地域に設置

企業などの広告を掲載

企業が自治体に「SmaGO」を寄贈
回収頻度減によりCO2排出量を低減でき、人手不足対策にも有効

＊1	ピクトグラム：情報、指示、案内などを単純化された絵や図形で表したもの
＊2	パーセプション：価値や存在意義に対する認識

SmaGOの3つの特徴設置事例ゴミ回収頻度減により「CO2排出量」に寄与（大阪・道頓堀商店街の例）

① 広告 ③ 環境活動・地域貢献

② アート×広告

④ 企業版ふるさと納税



＊	家具などのインテリア品は実際の展示と
　	異なる場合があります

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　令和７年度税制改正大綱において、住
宅ローン減税、既存住宅子育て対応リ
フォーム減税について2024年と同様の措
置を実施することが盛り込まれた（国会の
関連税制法案の成立が前提となる）。
　子育て世帯の住宅取得環境が厳しさを
増していることなどを踏まえ、住宅ロー
ン減税では子育て世帯等*に対する借入限
度額を原則から1,000万円上乗せする措
置や、新築の場合は床面積の要件を40㎡
以上に緩和する措置も引き続き実施される。
　既存住宅の子育て対応リフォーム減税
に関しても昨年同様に、子育て世帯等が
実施する子育てに対応する一定の工事に
対して10%等を所得税から控除する。
＊	19歳未満の子を有する世帯、または夫婦のいずれ
かが40歳未満の世帯

　国土交通省は、木造の非住宅建築物の耐久性に係る、
第三者評価の基準や枠組みを定めた「木造建築物の耐久
性に係る評価のためのガイドライン」を取りまとめ、12
月に公表した。今後のスケジュールは、本ガイドライン
に基づく評価を実施する登録住宅性能評価機関を募集
し、４月以降に評価の申請受付を開始する予定。
■ 目的
・	木造の非住宅建築物の耐久性に係る評価の基準や枠組
みを示すことで、第三者評価をしやすくする

・	建築事業者や建築主と金融、会計、投資分野とが相互
に連携しながら本ガイドラインに基づく取り組みを促
進する

・	資産価値の可視化を通じた木造建築物の普及と市場価
値の向上に寄与する

■ 概要
（１）評価対象
新築の木造（混構造を含む）の非住宅建築物
（共同住宅を含む木造住宅については、住宅性能表示制

度により評価）
（２）評価の考え方
木造建築物の耐久性に関して重要な点は次の通り。
① 構造躯体の内部への雨水の浸入の防止
	 ・カーテンウォール等による雨水の遮断等
② 雨水の浸入があった場合の速やかな排出
	 ・外壁の通気層による雨水の速やかな排出等
③ 雨水が浸入し滞留した場合の構造躯体への防腐・防 

蟻処理
	 ・薬剤処理による腐朽等の防止等
これらの措置が適切に講じられていることをもって、通
常想定される自然条件及び維持管理条件の下で50年以
上、大規模な改修工事を必要とするまでの期間を伸長す
るため必要な措置が講じられていることを確認する。

（3）評価の方法
平面図や断面図、仕様書（仕上げ表）等の設計図書に必
要事項を明示し、その内容を登録住宅性能評価機関が審
査する。

昨年は往年のアイドル中山美穂さんの突然の訃報に接し、追悼と共にその原因
となる「ヒートショック」は多くの話題となりました。それは電車の中のおば
ちゃんたちの間でも。「怖いねぇ、みぽりんのヒート・・何だっけ？」「ヒート・・・」

「ヒートテック！」。まさかのユニクロ登場に不覚にも笑ってしまいました。世
間の完璧な認識まではあと一歩のようですが、住宅の省エネ義務化まであと 
1カ月半。安全な住まいの提供で悲しい事故が減ることを祈るばかりです。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　神戸支店　伊丹・昆陽の里展示場

子育て世帯等に対する住宅ローン減税の借入限度額上乗せ措置等を
2025年も引き続き実施 —— 国土交通省

「木造建築物の耐久性に係る評価のためのガイドライン」を公表
—— 国土交通省

2025 (R7) 年

借
入
限
度
額

新
築
住
宅
・
買
取
再
販

長期優良住宅・低炭素住宅 4,500万円
子育て世帯等＊：5,000万円

ZEH水準省エネ住宅 3,500万円
子育て世帯等＊：4,500万円

省エネ基準適合住宅 3,000万円
子育て世帯等＊：4,000万円

その他の住宅 0円
　（2023年までに新築の建築確認：2,000万円）

既
存
住
宅

長期優良住宅・低炭素住宅
ZEH水準省エネ住宅
省エネ基準適合住宅

3,000万円

その他の住宅 2,000万円
控
除
期
間

新築住宅・買取再販 13年
（「その他の住宅」は、2024年以降の入居の場合、10年）

既存住宅 10年

所得要件 2,000万円

床面積要件 50㎡
（新築の場合、40㎡（所得要件：1,000万円））

● 住宅ローン減税

継
続
内
容
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2024年
新設住宅着工戸数
792,098戸
 
前年比
3.4％減で
2年連続の減少

新設住宅着工
戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

持家

貸家

分譲

給与

木造

資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

12月
対前年同月比 9月10月11月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2024年12月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2024年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
5
10
15
20
25
30
35
40

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

2023年 2023年 2024年2024年

利用関係別戸数

0

木造
木造戸建

0

(%)

-20.0

-30.0

-10.0

0

10.0

20.0

木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

▲ 4,29262,957
843

62,114
17,821
26,424
530

18,182
7,550
10,513
57,698
5,259
687

1,572
0

3,000
37,409
25,548
371

17,190
7,908
28
51

65,037
664

64,373
19,768
26,717
406

18,146
7,895
10,124
60,125
4,912
304

1,440
324

2,844
38,854
26,183
431

18,030
7,679
17
26

69,669
1,071
68,598
19,705
29,541
846

19,577
8,837
10,511
63,916
5,753
664

1,608
341

3,140
41,750
27,919
397

19,077
8,383
36
26

68,548
346

68,202
19,350
31,033
244

17,921
7,651
10,110
62,889
5,659
322

2,102
0

3,235
40,954
27,594
279

19,025
8,232
27
31

▲ 1,629
153

▲ 1,782
790
555
164

▲ 3,138
▲ 2,172
▲ 957

▲ 2,060
431
41

▲ 262
0

652
1,679

▲ 3,308
4

▲ 3,377
56

▲ 11
20

207
▲ 4,499
▲ 1,947
▲ 421

94
▲ 2,018
▲ 567

▲ 1,464
▲ 3,395
▲ 897
196

▲ 734
▲ 70
▲ 289

31
▲ 4,323

139
▲ 3,392
▲ 1,060

▲ 8
▲ 2

▲ 2.5% ▲ 6.4%
22.2%
▲ 2.8%
4.6%
2.1%
44.8%

▲ 14.7%
▲ 22.3%
▲ 8.3%
▲ 3.4%
8.9%
6.3%

▲ 14.3%
ー

27.8%
4.7%

▲ 11.5%
1.1%

▲ 16.4%
0.7%

▲ 28.2%
64.5%

32.5%
▲ 6.8%
▲ 9.8%
▲ 1.6%
21.6%

▲ 10.0%
▲ 7.0%
▲ 12.2%
▲ 5.6%
▲ 14.6%
39.9%

▲ 31.8%
▲ 100.0%
▲ 8.8%
0.1%

▲ 14.5%
59.9%

▲ 16.5%
▲ 11.8%
▲ 22.2%
▲ 3.8%

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

12月

7,150

7,444

1月

6,859

6,650

2月

6,875

7,651

3月

7,713

7,493

4月

9,061

7,845

5月

7,135

7,678

6月

8,223

8,279

7月

8,659

9,154

8月

8,320

8,456

9月

8,844

7,702

10月

9,007

7,323

11月

7,243

7,248

12月

7,156

7,598

350

400

450

500

550

600
(千戸)

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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'16年
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6
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292

'17年

965

6
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'18年
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7
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255
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6
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307

469
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261
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6
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6
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253

'23年
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5
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